
慣性の法則　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（同じ速さで進み続ける）

力がはたらかない（またはつり合っている）とき、動いている物体は等速直線運動を続けます（慣性の法

則）。

よくあるまちがい：動き続けるのに、進む向きの力は必要ない。

問2　答え：ウ（だんだん遅くなって止まる）

進む向きと反対向きにまさつ力がはたらくので、台車はだんだん遅くなって止まります。

よくあるまちがい：止まるのは、まさつ力がはたらくから。

問3　答え：ア（慣性）

止まっている物体は止まり続け、動いている物体は同じ速さで一直線に動き続けようとする性質を、慣性と

いいます。

よくあるまちがい：慣性＝運動の状態を続けようとする性質。

問4　答え：イ（後ろへかたむく）

おもりは慣性で止まっていようとするので、電車が動き出すと、電車に対して後ろへかたむきます。

よくあるまちがい：止まっていた物体は、止まり続けようとする。

問5　答え：イ（前へたおれそうになる）

からだは慣性で前へ進み続けようとするので、バスが止まると前へたおれそうになります。

よくあるまちがい：動き出し＝後ろへ、急ブレーキ＝前へ。

問6　答え：15m

考え方

1. 等速直線運動なので、3×5＝15m

よくあるまちがい：力がはたらかなければ速さは変わらない。距離＝速さ×時間。

問7　答え：ア（上の段が、その場に止まっていようとするから）

上の段は慣性で止まっていようとするので、下の段だけが飛び出し、上の段はその場に落ちます。

よくあるまちがい：止まっている物体は止まり続けようとする（慣性）。

問8　答え：下の例

車が急に止まると、乗っている人のからだは慣性によってそれまでの速さで前へ進み続けようとする。シ

ートベルトは、からだが前へ投げ出されるのを防ぐ。

採点のポイント：急に止まると、からだは慣性で前へ進み続けようとする／シートベルトで、からだが前

へ投げ出されるのを防ぐ

よくあるまちがい：「前へ押される力がはたらく」は誤り。からだは動き続けようとしている。
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